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研究概要
1995年、希薄なBose中性原子気体を Kµ ～nKまで冷却することにより
冷却原子気体系にてBECが実現[1]

1999年、冷却原子気体のBECを用いてダークソリトンの作成が実現[2]
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本研究で扱う系

BECが発現した系…ハミルトニアンが持っていた大域的位相変換対称性が
自発的に破れている

南部-Goldstoneモード、あるいはゼロモードが存在

特にダークソリトンの存在により並進変換対称性も破れており、これに付随した
2つめのゼロモードも存在する
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研究概要

従来の研究では、ゼロモードの存在により物理量が発散してしまう問題

たとえば、ダークソリトンの中心での凝縮体密度が時間とともに発散
　　　　物理的に明らかに誤った結果

近年、通常の冷却中性原子BEC系において非摂動ハミルトニアンの選び方を
工夫することにより、ゼロモードによる発散の問題を回避する手法が提案[3]

この手法をダークソリトンのあるBEC系に応用
ゼロモードに対応する状態まで含めて真空を定義することができる。

☆ゼロモードによる量子ゆらぎの期待値を具体的に計算することが可能

☆凝縮体密度発散の原因であったゼロモードの量子ゆらぎの振る舞いを
　数値計算により解析し、これが比較的小さな値で抑えられることを見る
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